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l.序 言

本報告書は,平成8年(1996年) 5月11日より5月24日までの14日間に渡ってケニア､タンザニア

両国において実施したプロジェクトファインデイング調査の結果をとりまとめたものである｡本調査は,

下記の計画を対象としている｡

ケニア共和国: 総合農地保全パイロット事業計画

タンザニア共和国: キクレトワ川沿岸農業開発計画

本調査は以下の要員によって実施された｡

団 長 遠矢 勇作 日本工営株式会社

港概排水･農地保全 水島 清隆 日本工営株式会社(現地参加)

農業･農業経済 神山 雅之 一 日本工営株式会社(現地参加)

調査団の日程は添付資料- 1に示す通りである｡また､調査団が面談し,意見交換を行った関係語機関の

担当者は添付資料-2に示す通りであるo さらに､本調査に関連して収集した資料は添付資料-3の通り

である｡

調査団は､ケニア､タンザニア両国の政府関係者と開発構想について広く意見交換を行い,多くの助言を

頂いた｡また､在ケニア日本大使館,在タンザニア日本大使館､両国のJICA事務所および両国に派遣され

ているJICA専門家からも多くの助言と御協力を頂いた｡ここに,関係各位の御協力と御支援に対して深甚

なる感謝の意を表する次第である｡
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ⅠⅠ.ケニア共和国

2.1 背 景

2.1.1 国土･人口

(1) 国 土

ケニア共和国は赤道直下に58.3万km'(日本の約1.6倍)の国土を有する東アフリカの国で,エチ

オピア､スーダン､ウガンダ,タンザニア､ソマリアと国境を接している｡ケニアは一般に

熱帯サバンナ気候区に分類されるが､その著しい標高差により､多様性に畳んだ気候を有す

る｡国土の中央からビクトリア湖に広がる標高1,000m以上の高地(いわゆるホワイトハイラ

ンド)は,年平均22℃と温暖で､年降雨量も1,200ITlmを越える｡ケニアの農畜産業はこの高

地を中心に開発されてきた｡首都ナイロビはここに位置する｡インド洋に面する東海岸地帯

は高温多湿で,年降雨量は600-1,000mmであり,粗放的な天水農業が営まれている｡国土

の60%を占める北東地方は年降雨量400mm以下の農業限界地であり,放牧以外に特筆する農

耕は行なわれていない｡

(2) 人 口

ケニアの総人口は1990年現在, 24.2百万人で約40部族から構成される｡人口成長率は3.3%

と高く,西暦2000年には30百万人を越えるものと予想されている｡人口分布は農業好適地の

分布と良く対応し､総人口の85%が首都ナイロビ近郊とビクトリア湖岸を中心とする農村部

に居住し､その大部分が農業に従事している｡農村部の人口圧上昇は離農と都市部への人口

流入をもたらし､スラム化等の社会問題を惹き起こしている｡

2.1.2 農業現況

1980年代3%台の経済成長率を記録したケニア農業であるが,国際市場の悪化､度重なる早魅により

1990年代にはマイナス成長に転落している｡農業部門の停滞は国家経済に直接影響を与え,慢性的な

失業率増加と貧困拡大の原因となっている｡しかし国家経済における農業部門の責献は依然として大

きく, 1993年現在,就業人口の70%､ GDPの26.1%,輸出総額の50%を占める｡
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食糧増産､雇用機会創設,地域格差是正を推進する上で農業部門に対する期待は今後も大きいが,ケ

ニア農業は既に土地水資源の限界に直面しつつあり,土地生産性の向上における根本的な対策を検討

するべき時期にきたといえる｡

ケニア国土の83%は乾燥地･半乾燥地で､農耕限界地あるいは農耕不適地と分類されている｡一方､

農業ポテンシャルが適-好適と分類される土地は,国全体の16%に当たる5,760万haに過ぎない.これ

らの内､ 60%は既耕地および放牧地で,残る40%は森林と国立公園で占められている｡農業適地の大

半は既に利用されており,大規模な農地拡大は困難である｡また作物生産は多くの場合､天水に依存

しているため,収量は低く不安定である｡従ってケニア政府は土地生産性の向上を優先課題として掲

げ､濯概開発,高収量性穀物の導入､輸出向け作物への作付け転換,施設型畜産業の普及等､農業生

産の集約化を振興している｡

2.1.3 国家開発計画

第7次国家開発計画では,貧困緩和,公正な所得配分､食糧確保､栄養不良の解消､雇用機会の創設､

収入増加,外貨獲得と輸入代替を目的として､食糧増産,農地開発,港概開発､作物防除,百各農振興,

家畜衛生､育種,研究･普及の8部門に優先度を与えている｡

2.2 総合農地保全パイロット事業

2.2.1 事業の背景

ケニアの農業適地の大半は既に農耕に利用されており,外延的拡大の余地は極めて限られている｡さ

らに均等相続を原則とした伝統的な土地相続が踏襲されているため,土地の細分化が進んでいる｡特

に人口密度の高いナイロビ近郊,セントラル州､ニヤンザJ)11では､小農の平均土地所有面積は0.2haを

下回っており､農家経営を維持するのに必要な最低限の農地面積を大きく割り込んでいる｡したがっ

てこれらの地域では傾斜10%以上の急傾斜地でさえ農耕に利用され､その結果,表土流亡が加速度的

に進行している｡

土地所有面積が限られたケニア小農にとって､既存農耕地における土壌生産性の維持向上は大きな関

心事である｡ 1974年､農畜産開発市場省･土壌水保全課(Ministry of Agriculture, uvestock

Development & Marketing､ Soil and
Water ConseⅣation Branch)はスウェーデンの援助で｢全国土

壌水保全計画｣を開始した｡この事業は､土壌水保全(浸食面における表流水の農業利用等を含む)を目
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的に,農業改良普及員の組織･訓練､車輪供与を主体に､農家に対する技術普及を行ない､現在まで

に約130万農家が指導を受けたとされている｡しかし本事業では､普及員が農家に対して土壌管理技術,

簡易な集水路建設,植林,等高線栽培､放牧の制限等の効果を説明し農具を配布するに留まっている

ため,農民レベルでは実施不可能な,山腹工事,段畑等の根本的な対策は手付かずになっている｡農

畜産開発市場省によれば,農民参加による農法的手段による現行事業の事業効果を発現させるために

は,土木的手段と有機的に結びつけた一貫性のある総合的な農地保全事業に対する取り組みが必要と

のことであった｡

2.2.2 開発計画の概要

(1)

(2)

(3)

開発概念

本計画の目的は,土壌水保全技術の改善と新たな農地保全技術の移転･定着を一体的に行う

ことである｡将来的には農畜産開発市場省を中心に全国事業として発展させるが,その足掛

りとして本計画では展示効果の高い地区において,現行の｢全国土壌水保全計画｣と連携･

整合性を持たせた総合的な土壌保全事業をパイロット的に実施する｡農民参加による農地保

全事業という原則に充分配慮し, ｢全国土壌水保全計画｣を補完拡充する点に特に留意する

一方,藩概開発の遅れたケニア農村における天水の高度利用を考慮した土壌水保全策の導入

を計画の主旨とする｡

開発対象地域

土壌水保全対策上､緊急性が高いセントラルJ)11ムランガ郡およびニヤンザ州キシイ郡をパイ

ロット地区とする｡セントラル州,ニヤンザ州は､ケニア屈指の人口過密地帯である｡地形

が急峻で浸食を受けやすい赤色土壌(わが国のマサ､マージ土壌に類似の受食性土壌)が卓越し

ているため,降雨時の土壌浸食は深刻である｡過去の調査ではセントラル州ムランガ郡にお

ける表土流出量は2000-3000 ton/山/年に達するともいわれており､農地保全対策の実施が

急務である｡計画対象地域の位置を前掲の位置図に示す｡

計画概要

本計画の実施には,わが国の開発調査と無償資金協力の必要である｡作業の流れは下記のと

おりである｡
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Work I :

Work Ⅲ :

WorkⅢ :

農地保全インベントリー

計画対象地区における浸食の現況と,現行事業の進捗度を総合的にレビュー

し,農地保全策のニーズを明らかにする｡

傾斜分類と農法的浸食防止法選定

受食性土壌が卓越する浸食進行地域における傾斜別土地利用基準を策定する｡

｢全国土壌水保全計画｣における実績を考慮し,傾斜別土地利用基準に従っ

た適正な農法的浸食防止法の検討を行なう｡検討対象となる農法的浸食防止

法は概ね下記のとおりである｡

･等高線栽培

･草生水路

･マルチング

･晴耕法

土木的手法の計画指針･設計基準策定

受食過度地では荒廃地を復旧整備し,災害の防止･軽減を図る山腹工事が必

要である｡荒廃渓流流域では生産された土砂の害を防止する渓流工事が必要

となる｡また山間地域における耕地の生産性向上のためには､土砂流亡の防

止と天水の集約的利用を考慮した小規模なため池(パン)が有効である｡パイロッ

ト地区内に代表地点を選び､これら土木的土壌水保全策の計画指針と設計基

準を策定し､標準的な構造物を設計する｡導入される農地保全工は概ね下記

のとおりとなろう｡

･テラス水路

･階段急流工

･水路兼用道路

･段畑

･ガリ阻止ダム

･小規模ため池
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Work Ⅳ :

WorkV :

事業実施体制強化

事業実施体である農畜産開発市場省･土壌水保全課の出先機関として､郡開

発事務所内にプロジェクト事務所が設置されることになろう｡総合的な農地

保全対策を実施するためには現有の普及員に加え､農地保全技術者､プラン

トオペレ一夕等が必要となる｡組織および職員構成は調査を通じて明らかに

する｡

標準構造物建設と建設機材供与

わが国の無償資金協力により,将来,農畜産開発市場省が自ら建設する砂防

工のモデルを建設する｡また建設機械を供与し､プラントオペレ一夕の訓練

を実施する｡必要に応じプロジェクト事務所の付帯施設としてワークショッ

プ､交換部品庫等を建設する｡

本計画の開発調査内容を付属資料- 1に示す｡

2.2.3 協力への展望

ケニアの環境保全,天然資源保全に対して､わが国援助に対する期待は大きい｡農民参加による現行

の土壌保全事業のみでは事業効果の発現に限界があり､農法的浸食防止法と土木的土壌水保全策を適

切に組み合わせた総合的な農地保全事業の実施が急務となっている｡計画策定に当たっては,直接的

な効果が農民に理解されにくい土壌保全事業に､天水高度利用を目的とした集水路あるいはため池開

発を取り入れ,農民の事業参加意欲を向上させることも十分留意すべきであろう｡

ケニアでは中小河川を対象とした水資源開発あるいは流域開発は､農畜産開発市場省と水資源関連省

庁(水資源開発省,エネルギー省,流域開発公団等)の所管額域の狭間にあり,砂防対策､ため池事業等

は具体化し難い環境にあった｡したがって農畜産開発市場省が関連省庁との協調を図りながら,小規

模水資源開発を含む総合的な農地保全に乗り出すことの意義は大きい｡

また､セントラル州はタナ川流域,ニヤンザ州はビクトリア潮流域に位置するため､マシンガ･ダム､

ソンドゥ･マグワグワ･ダム(計画)の水源確保の観点からも重要な位置付けにあり､エネルギーセクタ

ーにとっては農地保全-流域保全の事業便益を直接享受でき､事業実施による間接的効果も大きい｡
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付属資料-1

APPLICATION FOR TECHNICAL COOPERATION

BY THE GOVERNMENT OF JAPAN

ON

INTEGRATED SOIL 皮 WATER CONSERVATION PILOT PROJECT IN

INTENSIVE AGRICtJLTURAL REGIONS OF KENYA

1. PROJECT TITLE

INTEGRATED SOm & WATER CONSERVATION PmOT PROJECT IN

INTENSIVE AGRICULTURAL REGIONS OF KENYA

2. LOCATION

Watersheds of the Masinga damcovering Muranga District of CentralProvinceandthe

proposed Magwagwa damcoverlng mainlyinKisii District of Nyanza Province, of

w山cb l∝ation is indicated in Figure 1 of Attacbment･1･

3. EXECUTING AGENCY

Ministry of Agriculture, Livestock Development 良 Marketing (MoALD&M)

Land Development Division

Soil & Water Conservation Branch

4. DESIRABLE IMPLEMENTATION SCⅢEDULE

(a) Feasibility Study : Approximately 20 montbs丘.om也e middle of 1999

(b) Implementation : Approximatelytwo (2) years from20(刀

5. PROSI〉ECTIVE FtJNDING SOURCES

(a) FeasibilityStudy (grant) : Japan htemationalCooperation Agency

(JICA)

(b) Implementation (grant) Japan IntemationalCooperation Agency

(JICA)
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付属資料-I

6. BACKGROtJND AND JUSTIFICATION OF THE PROJECT

6. 1 BACKGROUND

nle agriculturalsector of Kenya has long been the most significant sectorinthe

nationaleconomy. In 1996,the sector accounted fTor27% of GDPand provided employment

opportunities to over 70% of totalemployment･ Agriculturalproducts shared morethan50%

oftotalexportinvalue. Theannualgrowthofthe sectorin1996 was 4･4%･ ¶le national

economy would be dependent largely on the development of the agriculturalsector･

Endowed withfe血1e soilsandannualrainfhu of over I,000 Ⅱ皿,the highland of

Kenya is highly suitable for agrlCulturalproduction･ Extent of potentiallands for agnculture

is estimated to be 9.2mi1lion ha or 16% of 57.6mi11ion haofthe nationalterritory. (llt Of

these potential1ands, 5.5 m山ion ha or 60%are used for agriculturalpurposesandthe rest is

covered by forestsand nationalparks. T山s meansthat considerable portions of potential

lands havealready been developedand possibilityoffurther extension is limited･

The agrlCulturalsector of Kenya is sustained by some l･7 m氾ion smallholders, who

occupy 46% of the nationalfarmiand. They produce 45% of commercialm由ze, 60% of

coffee, 50% of tea,and nearly 100% ofriceand-cotton･

Farm plots of smauholders have been repeatedly divided by inheritance underthe

traditional1and tenure system. Currentlyanaverage plot size of smallholders is 2.3 ha.

About 80% ofsmal1holders have plots of lessthan2 haand 50% have lessthan1 ha. In

Centraland Nyanza Provinces, wherethe population pressure is rapidly lnCreaSlng, the

average land holding size is estimated to be lessthan I hal Inthese provinces, land use

intensityis extremely highand potentialarable land is limited. To make up land shortage,

therefore, farmers extendtheir farTrung activities even to rolling to hilly lands･ Soils on slope

are subject
to soil loss where appropnate soil conservation measuresare not introduced.

Althoughthe Government of Kenya (GOK) has supported soiland water conservation

since late 1960s. However, highland regions are St山susceptlVe tO degrada丘on process of

soil fTerti1ityandadverse environmentalimpact･ In 1993, MoALD&M embarked onthe

nation-wide erosion control programme underthe NationalSo山and Water Conservation

Programme (NSWCP). NSWCPaims at soiland water conservation inbothhigh potential

agricultural1andandinthe Arid and Semi-Arid I.ands (ASAL) areas. The programme
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付属資料･1

defines catchment or focalareaS selected takingthe farmers.intemion for soil erosion control

into consideration.

mroughthe agnculturalextension services, MoALD&Mintroduces, asanextension

tool, several soil conservation measures in association with NSWCP. Conservation

measuresare represented by terraclng uSmg Various techniques, promotion of biologicalsoil

conservation measures, decentralised seedling protecdon, agrofores打y, construction of

retention ditches, contour band, treatmentand control of gullies by use of simple materials and

techniques, river bank protection,and rehabnitation of badly eroded lands･ NSWCPalso

pays particular attemion to effTective water use in conjunction withsoil conservation practices.

Byintroducingmicro-catchmentsand other water harvestlng Structures, fmersare able to

couectand udlise surfacerunning water for agriculturalpurposes･ According to MoALD&M,

some 1.3 mimon households werealready benefited by NSWCP.

Soil erosion process, however, cannot beperfTecdy conb'oued only bythese measures.

Forinstance, rapidly developing gully erosion on steep slopes cannot be controlled without

check dams. TTle soil conservation measuresintroduced by NSWCP will become more

effective if they will beintegrated withcheck dams.Tile PrOrruSlng StruCtureSare not Only

check dams butalso terrace channel withstepped chute, erosionand torrent control,

sedimentation tank, waterway-road, bench terrace, gully protection dam, disaster preventlng

dam, hillside works, etc, The governmentalsupports are urgen山y required to facilitate

introduction of these stnユCtureS.

Soiland water conservation is more crucial where the catchments form entire

watersheds of large damreservoirs. The Masinga damandthe proposed Magwagwa dam

arethe most important dams for Kenya's power sector as well as domestic water supply.

TYle famiandswithinthe catchment areasareintensively uti1ised for crop production by

smallholders. Topographic complexity is highandthe major soilsare Nitisols, which are

characterised by red coloured loose particles withhigh susceptibilityto so山erosion under

heavy rainfal1s･ In fact, serious gulliesand V-shaped valleysarealready developed at high

densitywithinthese watersheds. ¶1e Previous studies estimatedanannualsoil lossinthese

watersheds at 2,000 to 3,000tonAcm2･ It is urgently required tointroduce integrated sod

conservation schemesinorder not only to maintain soil fertilityfor smauholders butalso to

ensure expected useful lifetime of the damreservoirs.
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6.2 SECTORAL DEVELOPMENT POLICY

In NationalDevelopment Plan(1994 - 1996)the Government states the following

objectives
inthe agnculturalsector:

(a) to increase fTood production for self-sufficiency and fTood securlty,

(b) to diversifyagrlCulturalexportsby creatlng COmPedtive systems fわr processing

and distribution of agriculturalproducts,

(c) to improve land productivityby irrigation development andminimum fan

mechanisation,and

(d) to streng血en support fわr reseaⅣb and extension seⅣices which encour喝e

farmers to adopt better husbandry practicesand to use appropnate technology.

6.3 PROBLEMS TO BE SOLVED IN THE SECTOR

Toincrease crop producdonfor fわod self-sufficiency and foreign exchange earning, it

is recognised by the Government of Kenya that there is need to considerthe followlng Issues;

(a) to strengthen agrlCulturalsupport servicesincluding agriculturalextensionand

research;

(b) to expand irrigationareas fTorintensification of smallholders■ crop production;

(c) tointroduceand expand more opportunities of farm credit schemes for

procurement of qualified jTarm Inputs, implements and facilities;and

(d) to improve marketing conditions for farmersthrough improvement of rural

accessibilityand market fTacilities.
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7. OUTLINE OF THE PROJECT

7.1 0BJECTIVES OF THE PROJECT

Tbe main objecdve of the project is tointroducetheintegrated soil and water

conservation teclmiques paying Particularattemion to watershed management･ The project

will fわcus onthe fTollowlng
Objectives;

(a) to prepare a guideline of integrated soil conservation techniques,

(b) to demonstratetypicalcivil structures for soil erosion control, which enhance

aneffectiveness of the soil conservation measures introduced by NSWCP,

(c) to strengthen MoALD&Msinstitutionalcapacity to plan, implementand

monitor the soil conservation measures which will be introduced and

demonstrated by the project,and

(d) to train up bothMoALD&Ms district staff, plant operators and other

technicians for future implementation of the pro)ect

The project COnCePt Will be nationwidely applied underthe MoALD&Ms soil

conservation pohcyinfuture･ TYle PrOteCtaims at establishment of its guideline, as a fTlrSt

step,and demonstration and staff tramlng Ofintegrated approach of soil and water

conservation techniques.

Two (2) regions were selected as pilotareas, namely Muranga District covered by

watersheds of the Masinga damand Kisii District by the proposed Magwagwa dam･ TYLe

pilot proJeCtSare expected to playanimportant role as pioneer schemes which demonstrate

sustainable agriculture withmimimum soil loss through integrated soil conservation measures.

7.2 PROJECT COMPONENTS

(1) GIS-databaseand criteria for environmentalmonitorlng, Planformulationand

designs fb∫watershed management
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(2) Demonstration oftypicalsoil conservation works including;

(a) Terrace channel with stepped chute

(b) Erosionand torrent control

(c) Sedimentation tank

(d) Waterw ay -road

(e) Bench teITaCe

(f) Gully protection dam

(g) Disaster preventing dam

(h) Hillside works

(i) Others

(3) hstal1ation of project Offices and residentialquarters attached to District Offices

(4) Supply of construction equlPment

(5) Supply of administration fhcilitiesand equlPment

7.3 PROSPECTIVE BENEFICIARIES

(a) rme direct beneficiaries will beal1the smallholders withinthe project area

(b) The power sector of Kenya will be indirect beneficiary

(c) Naturalresources aJld environmentalconservation in Kenya as a whole

8. TERMS OF REFERENCE OF THE PROPOSED STtJDY

TTle draft Terms of Reference fわr Master PlanStudyfor Integrated Soil & Water

Conservation Pilot ProjectinIntensiveAgriculturalRegions of Kenya (hereinafterreferred to

as ''theStudy") is drawn as presented in Attachment ～ 1･
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9. FACILITIES AND INFORMATION FOR THE STUDY TEAM

(1) Assignment of Counterpart Personnel of the Executmg Agency fbrthe Study

MoALD&M will assign counterpart Personnel to meetthe requlrement Ofthe Study

Team.

(2) Avai1able data, Information, Documents, Maps etcI Related to the Study

- Meteo-hydrologicaldata

- Topographic maps on a scale of 1:50,000and 1:250,000

- Aerialphotography available

- Soiland surface geologicalmaps on a scale of 1:50,000and 1:250･000

- Naturalvegetation map

I Landuse map available

- Previous study reports

- Al1infTormation ava山able atthe offices relevant to the Study

(3) Information onthe Security Conditions in the Study Area

There is no secunty problem in the studyarea･

10. UNDERTAKINGS OF THE GOVERNMENT OF KENYA

In order to facilitate a smoothand efficient conduct of the Study,the Government of

Kenya shall take necessary measures mentioned txlow:

(a) To secure the safetyofthe Study Team･

(b) To permitthe members of the Study Teamto enter, leaveand
sojourninthe

countryinconnection withtheir assignmenttherein,and exemptthemfromalien

reglStration requlrementand consularfees･
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(c) To exemptthe Study Team from taxes, dutiesand any other charges on equipment,

machineryand other materials broughtintoand out of the countryforthe conduct

of血e Study.

(d) To exemptthe Study Teamfromincome tax′and charges of any kind imposed on

orinconnection withany emoluments or auowances paid tothe members of the

Study Teamfortheir servicesinconnection withthe implementation of the Study･

(e) To provide necessary facihdes tothe Study Team for remittance as well as

utihsation ofthefundsintroducedinthe coun叫from Japaninconnection with

血e implementation of血e Study･

(f) To secure permission or entry into private properties or restricted areas for the

coⅢduct of血e Study.

(g) To secure pemission fTorthe Study Teamto takeal1 data, documentsand

necessary materials related tothe Study out of the country to Japan･

(h) To provide medicalservices as needed. Its expenses will be chargeable tothe

memt光r Ofthe Study Team.

TYle Government of Kenya shall bear claims, ifanyarises against member (s) of the

Study Teamresultingfrom, occurrmginthe course of or otherwise connected withthe

discharge of their dutiesinthe implementation of the Study, except when such claimsarise

from gross negligence or wilfu1misconduct onthe part of the member of the Study Team･

MoALD&M shall act as counterpart agency tothe Study Team andalso as co-

ordinatlng bodyinrelation withother govemmentaland non-governmentalorganisations

conce皿ed fわrthe smooth implementation of也e Study･

The Government of Kenya assuredthatthe matters referredinthis form win be

ensured fわra smooth conduct of也e Development Study by也e Study Team･
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Attachment - I

DRAFT TERMS OF REFERENCE

FOR

MASTER PLAN STUDY

ON

INTEGRATED SOIL & WATER CONSERVATION PILOT PROJECT IN

INTENSIVE AGRICULTURAL REGIONS OF KENYA

1. Background and Justification of the Study

1. 1 Rational

There is a strong need to promote so止and water conservationinintensive agncultural

reglOnS･ In order to formulate theintegrated soiland water conservation project,the master

planstudy (hereinafterreferred to as ''the Study") is urgently required･ Two (2)intensive

agriculturalzones, namelythe Masinga damandthe proposed Magwagwa dam, are selected

amongthe major damreservoirs in Kenya. The proJeCtarea is envisaged to be demonstration

area of watershed management in association with the on-going NSWCP･

1.2 Justification of Japanese Technical Cooperation

nle Govemment of Japanthrough JapanhtemationalCooperation Agency (JICA) has

extendedtheir techmicaland financialassistance tothe Government of Kenya in severalfields.

Inthe agricultural sector, JICA assisted NationalImigadon Board (NIB) forthe Mwea

Imigation Development ProjectinKirinyaga mstrict, of whichthe fTlrStPhaseaiⅡ皿g at

rehabilitation of the existing Mwea Irrigation Scheme (MIS) was completedin1993andthe

second phase forthe scheme extension is proposed atthe completion of its detailed design.

The project contributes to sustainable famung with irrigatedrice inthe MIS area･

The Kano Plain Irrigation Ikvelopment wasalso taken up by JICAinresponse tothe

request of Lake BasinIkvelopment Authority(LBDA)･ The
project

is formulatedin

conjunction withthe Magwagwa Multipurpose Dam Construction Project underthe emire
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Sondu River Multipurpose Project. The pro)ectaim at stepwise irrigation development plan

inthe Kano plain by maximum use oftheriver water ofbothSonduand Nyando･

In parallel to irrigation development projects, JICA transfers ample techmical

knowledge for agriculturalsectorthrough enhancement of educationalbackbone of Kenyan

and human resources development as a whole. Jomo Kenyatta AgriculturalCollege

continuously provides higher agrlCulturaleducation and sk山tramlng tO Students, who

nationwidely serve to various agnculturalfields･

JICA executedthe nationalwater master planinwhichal1the water resources were

reviewedand optlmised intheir development for various purposes･ i･e･ hydroIPOWer

generation, domestic water supplyand irrigation･ TTle Study establishedthe database system

essential for rationalwater resources development planningand monitoring by Minisby of

Water Development.

Asseeninthe previous studiesand project implementation memioned above, JICA

proves its sufficientknowledge on water, 1andand environment conservationinKenya･

JICA win successfully carry outthe Studythrough collectionandanalyses of dataand

informationand work out qualified study results necessaryforthe project implementation･ It

is expectedthat JICA is most capable toperformthe relevant lbasibility study･

1.3 TargetGroup

Tbe target group of the project is defined as smallholders, bothfreeand lease holders,

withinthe watersheds of the Masinga damfal1inginMuranga District andthe proposed

Magwagwa damfalling mainly inKisii District･

1.4 0yerall Goals

A comprehensive study will be made to prepare a watershed management programme

to be undertaken by MoALD&M and its district operations. TYle OVeral1 goals of the project

are;

(a) to strengthen MoALD&Ms technicalandinstitutionalcapacity to plan,

implementand monitor soiland water conservation measures of the relevant

w atersheds ;
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(b) to contribute toanincrease ofincomesand well-being of the target group

throughthe soiland water conservation inthe project area

(c) to contribute to socialcapacitybuilding of the target group in community

developmentthrough promotion of beneficiary partlCIPationinthe plannlngand

implementation processes ･

2. Objectives of the Study

rme objectiveof
the Study is to formulate a short-and long-terms work planofthe

project implementation fTorMoALD&Mandthe districts･

3. Study Area

Watersheds of the Masinga damfal1ing inMuranga以strictandthe proposed

Magwagwa damfal1ing mainlyinKisii mstrict, of which location map IS preSentedinFigure

H=

4. Scope of the Study

4. 1 Gemera】

The Study will be carried out in the following three (3) phases:

Phase-Ⅰ: Review of past and on-going soil conservation proJeCtSand con{1rmadon

of development needs of integrated soil conservation measures■ fTor

watershed m皿agement

Phase-ⅠⅠ: Basic Plan Fomulation

Field Work: mta collectionand fieldinvestlgation for land elementsand other

socio-economic factors influenclng Sou
･

erOSion and
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environmentaldeterioration,and selection of required soil

conservatlOn measures

Home Work: 加taued data analyses fわr establishment of guidelines fわr plan

formulationand design criteria,and fTor basic plans including

selection of demonstration schemes andinstitutionalset-up to be

presented in Interim Report

Phase-Ill: Preliminary Designand ProjectEvaluation

Field Work: Detaued topographic survey, supplementary data collection, field

suⅣey and investlgations fわrdemonstration schemes

Homework: Analysis, study and preparation of Master PlanReport (Daft

FinalReportand FinalReport),inwhich preliminary design,

cost estimateand project eValuationincluding environmental

assessment will be presented.

4.2 Detailed Scope of the Study

(1) Pbase-Ⅰ : Review of past and on-golng SOil conseⅣation prqects

Historyand performance of previousand on-golng SO山and water

conservation projects, especially NSWCP,inthe relevaJlt Watersheds

will be studied in order to identifytheeffects and the constraints･

The Study will concentrate on con丘rmation of needs of integrated

approach for soiland water conservation byintroducing new structures

for comprehensive erosion control forthe watershed management･

(2) Phase-ⅠⅠ:Basic Plan Fomulation

Field Work

1) Data collection and review on:
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a. land resourcesincluding physiography, topography, geography, geo-

hydrology, surface geologyand soils

b. water resources including catchment boundaries,river hydrology,

groundwater, meteorology

c. vegetationandlanduse cover

d. environmentaldeteriorationincluding soil erosionand sedimentation,

water quality

e･ performance of previous and on-going SOilsand water conservation

prqeCtS

f･ socio-economy Including population, number of households, farm family

member, socialstructure, socialinfrastructure, nationaland regional

development plan, national and orgamisational structure of local

g ovemment,

g. agnculture and agro-economy Including cropped area, cropping Pattern,

crop variety, unit yield, farming practices,animalhusbandry, land

holding system,and fan fAmi1yincome

h. imigadon aJld drainageincluding Inventory listfor existlng lrrlgationand

drainage facilides, design criteria,information on O&M and water

management,

i. ruralinfrastructureincluding vinage road, domestic water supply system

and sewage system, and

2) Field suⅣey and basic study including:

a. physiographicand topographic survey ln terms Of soil erosion, i･e･

splash, rill,gully erosion and V-shaped valley･
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b. soil surveyincluding reconnaissance and auger boring to confirmthe

information shown inthe existing soil map withanaid of satellite images,

aerialphotoand topographic map,

c. vegetationand land use survey to confTlrm theinformation showninthe

existlng land cover map withanaid of sateuite images, aerialphotoand

topographic map,

d. hydrological survey for major tributaries including discharge

measurements, sediment loadanalysisand other water qualityelements,

d. perfTormance of on-goingand past soil conservation projects,i･e･type of

conservation measures introduced, expected and actual effects of

measures, cost, etc.

e. agriculturalsurvey for family size,income, farTrung PraCtices and

farmersl desireand intention to soiland water conservation,

f. imigationand drainage survey for present irrlgation practicesand on-farm

fhcilities, operation and maintenance condition,

g. ruralinfrastructure survey Including village road, domestic water supply

system, sewage system, etc･

3 ) Establishment of GIS-database :

a. establishment of a GIS-database by employlng Such data as catchment

boundaries,river discharge, surface water, rainfalls, slopeclassification,

surface geology, soils, soil erosion, vegetation cover, land use,

population density, road network, etc･inorder to facilitate future plan

formulationand monitorlng Of watershed management,the Study will

establish

4) Compilation of study results:
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a.

Home Work

preparation of Progress Report (I), which will describethe experts'

activities,the results of field surveyand basic consideration fbrthe future

study fbr血e fbmulation of basic development plan.

I) Evaluation of development needs and clarification of present constraints forthe

future soil conservation measures

2) Fomulation of development strategleS COnSistlng Of:

a. preparation of guidelineand criteria for selection of site, selection of

structures, plan fbmulation, design and cost estimate

b. assessment of soil erosion hazard on山e GIS-database

c. environmentalconservation planincludingfloodand sediment control,

soil conservation, conservation of wild life, rrutlgation of water pollution,

d･ preparation of overall plan for watershed management

e. selection of demonstration schemes

3) Preparation of Interim Report which will describethe study resultsandthe

basic development plan of the Prqject.

(3) Phase-III : Preliminary Design and ProjectEvaluation

Field Work

1) Supplemental data collecdon

2) Field suⅣey f♭rdemonstration schemes血cluding:

a･ detailed topographic survey,
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b･ selectionand preliminary design of structuresand measures required,

c. construction materialand cost survey includingthe survey on avauability

of constmction matedals and labourers and也eir u山t prlCeS,

d. preparation of Progress Report (II),which will describethe experts'

activities,the results of field surveyand basic consideration forthefuture

study for the fTormulation of the feasibility study･

Home Work

1) Fomulation of development consistlng Of:

a. preparation of pro)ect implementation programme

b. constmctionplan

c･ estimate of prq】ect cost including Investment COSt and O&M cost, and

e･ proJeCt eValuation from economicaland financialviewpolntS･

2) Preparation of FeasibilityReport which wdl describethe study resultsand

recommended development planand justificationof the Project･

4.3 Transfer of Technology

TYlrOughoutthe course of the Study, transfer of technologyand tramlng W且1 be

provided to counterpart experts by foreign experts inthe followlng fields:

1) Field surveyand investlgationfor every line offoreign experts asslgned･

2) Planand design forintegrated soil conservation infrastructuresand watershed

management
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付属資料･1

TTle above transfer of technology will be camied outinthe forms of on-the-jobtrainlng

and seminar duringthe course of the Study. In addition, overseas tr乱nlng Willalso be

programmed preferably
in Japan･

4.4 Study Schedule

rnleperiod required forthe Study is estimated at 20 monthsintotalforthree (3)

phases as fTollows (see Figure 2):

Phase-Ⅰ&Ⅲ : Nine (9) months

Phase-ⅠⅡ ll months

Tbe fわllowing eight (8) experts withmanpower input is estimated to be 60 man-

months in totalwill be required for the Study:

TeamLeader cum Soil Conservation Expert

Soil Expert cum Land Use Planner

Hydrolo写1St

RuralInfrastructure Expert

S∝io- 良 Agro-economist

Topographic Engineer

Design & Cost Estimate Engineer

Environmentali st

4.5 Expected Major Outputs of the Study

rnle major outputs of the Studyare expected to be: (i) formulation of basic

development plan forthe whole wa(ershedsand (ii)projectevaluationfromthe teclmicaland

economic viewpointsandthe implementadon programme for demonstration schemes･ nese

study results will be compiledinthe following reports, which will be submitted tothe

Govemment of Kenya.

Inception Report : within one montha氏er commencement of the Phase-I & II
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progress Repoll (Ⅰ) : at血e end of也e Fieldwork ofPbase-ⅠⅠ

Interim Report : atthe end of the Home Work of he Phase-II Study

progress Report (II) : at the end of the Field Work-II of the Phase-Ill Study

DraftFinal Report : atthe end of the Home Work of the Phase-III Study

FinalReport : within one monthafter gettmg MoALD&Ms comments on

the DraftFinalReport

ⅠⅠ-23



＼､

/~…ヽ

SCAL E

0 km 100

iZl

ETHIOPIA

＼

LJIKE

､
･

＼

RUDOLF

､

･＼

0 mi由s 50 100 150 200

L E G E N D

- MainRoad

-～"-

lntemational Boundary

---

Provjnce Boundary

o
City

TERN

ノ
/ brba Tula

kbyaJe /

r/v-

I

~■''ー＼

/

､､/

＼

＼

Figure 1 Location Map

KEY MAP

/.

H 巴ASTE

･阜
/

l
l

l

l

NORTH ＼

EAST EFtN l＼

ⅠⅠ-24



Figure I 2 TIME SCHEDtJLE FOR MASTER PLAN STUDY FOR INTEGRATED SOrL & WATER CONSERVATION PnOT PROJECT

IN INTENSIVE AGRICULTURAL REGIONS OF KENYA

Study
∩
】MajorWorks MonthinOrder

仙~T~L一一一ー~T~~~~~~~T~~~~｢ーI【■J¶ーて〉=J】~~J一一~~T,1山■■ー■~一~h~L丁~.

Phasej 1 2
H

l3!4i5を6
7 i8 9 10 EE 12 13 14 15 16 17≡ 18≡

【

≧19】 20】21⊆22

ReViewofO∩-Going

Projects

DataCollectionand

BasicPlanFomulation

I
l

tl

H
FieldW

‖
l

■⊥

o｢k

l
l
‖
l
∩

l
l

l
l

n
u

l
H
H
】

‖H

l

l
l

‖
‖
l

l
l

】

l
l Jr

l■■■u
‖

l

∩
i ∩

l

u

Home ork

l

H
u

廟
l

H

n
∩

‖
u
n l

u

u

M
l

l

d

n

1

_A_______｣____｣_
lLn

l

n
ryDesignand

l
l

l

T

;l

Home orb
∩
l
l
l

∩

d

!ProJeCtEvaluat｡on
q

l

c.R

I

m
u
∩
(

m

H
u

ji
l■■Ⅳ
l■■肌
l■■■一

Ⅷ

i⊇
l
l

‖

帆
柑■■¶

m
u
n

l

l
H
H
u
∩

匡

r-;:=:;=!:'=;=!=;
l

蓋朝
l

N
l

Preparation

HnceptionReport

萱progressReport(A)
=nterimReport

l∩ H

R.I

一

n
l

∩
1
u
一

丁

u
n
l

Ⅶ■
l
l

l
i

R.

+

l
l

H
u

l
H
ト

l
H

l

l

l
l
l

l
l

l
l

l

P.

l

i
H
H

mu

R."

‖
i
H
l
‖
l

l
H
H
【

l

l
l

l

≡

l
l

Hu

u
u

‖ brogressReport(Iー)
‖

l

l
l■■■】
l】 I

l

【
M DraftFinalReport

m
‖

.lll
柑
L
H H

H +:F
‖

H
H=inalReport

m
M

【

H !l
l

ll
l

ll

∩
H

l
‖
u
n

l
u

H
u
n
u

l
l

q ■l Ⅶ■■ u
l■■■n 室:

■ l
u

H
i



lll.タンザニア連合共和国

3.1 背景

3.1.1 国土･人口

(1) 国土

タンザニア連合共和国はアフリカ大陸中央部のインド洋に面する南緯11度45分,東経29度

21分から40度25分の間に位置し,ケニヤ･ウガンダ･ルワンダ･ブルンジ･ザイール･マ

ルウイ･モザンビークの8ケ国に国境を接する｡国土面積は94.5万km2で,大陸部のタンザ

ニア本土とザンジバル島､ペンバ島,アフィア島等のザンジバルから成る｡海岸地帯を除くと

国土のほとんどが標高300m以上の高地である｡南北にリフト･バレー(大地溝帯)が走り,

タンガニーカ湖,マラウイ湖などの湖が多数形成されており,アフリカ大陸最高峰のキリマン

ジャロ山を有する｡

気候は熱帯に属するが地域によってはまちまちで,海岸地帯,中央大地,高原地帯に大別され

る｡概ね11月から5月が雨期で6月から10月が乾期であるが､場所によっては11月に小

雨期､ 4月から5月にかけて大雨期となる.代表的都市の気象諸元は以下のとおりである｡

都市名 月平均最高 月平均最低 年平均 年平均降水量

(℃) (℃) (℃) (mm)

Dar es Salaam 32.2 (Mar.) 28.7 (Jul.) 30.5 1,134

Dodoma 31.7 (Nov.) 26.6 (Jul.) 28.9 588

Amsha 28.2 (Feb.) 21.0 (Jul.) 25.2 830

(2) 人 口

1994年未現在の総人口は約2.9百万人で､この内約80%の2.3百万人が農村部に居住してい

る｡最近10年間の人口増加率は年平均2.8%で推移しているが,農村部からの都市部への流入

により,都市部の人口増加率は7-8%と高い数値を示している.タンザニア国の全国平均の人

口密度は32.8人/km2と低いが､北/西部高原地帯では平方キロメートル当り数百人におよび､

乾燥気候区域の西部中央平原では極めて低いなど､地域によって人口密度は異なっている｡
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1戸当たりの平均家族数は, 1988年のセンサス実施時点で全国平均5.3人となっているが,同国

最大の都市ダルエスサラームでは4.3人､北部アリュ-シヤ州では5.4人である｡

3.1.2 社会権済

タンザニアは1967年の｢アリュ-シヤ宣言｣により社会主義化の道を歩んできたが, 80年代半ば頃

に社会主義路線の後退,代わって自由化路線との混合経済の推進という政策変更が行なわれた｡

タンザニアの国家経済は, 1986年より1990年の間は5.5%の成長を続けており､ 1990年以降も4.3 %

内外の成長率を維持している｡ 1985年の基準価格をもととしたGDPの推移を下記に示す｡

(単位:百万シリング)

経済セクター 1986 1988 1990 1993

農 業

鉱 業

工 業

商業/観光

その他

合 計

51,634 59,380

333 317

9,772 11,183

14,195 15,988

15,750 34,730

101,684 121,598

国民1人当り(シリング) 4,638 5,245

66,084 81,965

428 1,182

12,038 11,144

17,105 20,417

37,158 36,690

132,813 151,398

5,329 5,592

タンザニアの輸出入額は1995年実績で,輸出683百万ドルに対して輸入1,540百万ドルと輸入超過

となっている｡主要輸出品および最近5年間の輸出額の推移を下記に示す｡

(単位:百万米ドル)

経済セクター 1991

コーヒー 77

綿 花 63

サイザル 2

茶 22

タバコ 17

カシューナッツ 17

クローブ 4

農産物合計 202

非農産物合計 161

合 計 362

坦
6
0
9
8
ー
2

2
2

7
2
4
4
3

1993 1994 1995

96 115 143

78 105 120

3

38

17

23

0

2

6

ー

6

0

1

4

5 6

40 23

21 27

51 64

0 0

256 337 384

183 183 299

439 519 683
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上記の通り､ 1995年現在､コーヒーが総輸出額の21 %､農産物輸出の37%以上を占めている｡農産

物輸出は総輸出の56 %を占め,依然として農業がタンザニアの経済の重要なセクターであることを示

している｡一方,主要輸入品目は､輸送機,化学製品､鉄鋼､非鉄金属,その他の製品となっている｡

3.1.3 農業の現状

タンザニアの農業は, GDPの約50%,輸出総額の56%を占め,国内総労働人口の80%以上が従事す

る基幹産業として位置付けられている｡農産物の内主要食糧作物であるトウモロコシおよび米は,主

に2 ha以下の小規模農家によって生産されている｡農業人口の90 % (370万世帯)は2 ha以下の土地

所有であり,さらにその内350万世帯の農家は0.9 ha平均の経営規模である｡これら小規模農家の所有

する耕地は450万ha､同国の農地590万haの76 %に相当する｡タンザニア国の主要作物の栽培面積お

よび総生産量を以下に示す｡

(1993年実績)

作 物 単位収量

(ton/ha)

一et.I(t抑

トウモロコシ

ソルガム

水稲

ひえ

小麦

根菜類

豆類

綿花

コーヒー

サイザル

0

0

5

5

8

4

5

3

0

6

9

7

4

2

9

6

5

3

ー

2

8

0

4

0

6

1

3

5

7

4

2

5

6

2

2

4

ー

2

7

4

8

8

4

7

3

2

6

ー

0

1

0

0

2

0

0

0

0

上記作物の内.主食であるトウモロコシと米,小麦の生産高の推移を下記に示す｡

(単位: 1,000 ton)

食料作物+1 994

トウモロコシ 2,331 2,226 2,282 2,159

米 624 392 641 614

小 麦 84 65 59 59

タンザニア国の農地約590万haのうち,港概されている農地は全体の2.5 ‰ 約15万haであり､ほ

とんどの農地において天候に大きく左右される伝統的な天水農業が行なわれている｡このため,自然
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災害に対して極めて弱い体質をもち､周期的に襲ってくる早ばつによる被害が顕著である｡このこと

から,タンザニアの農業開発については,農業生産構造および体質の改善が基本的且つ重要な課題と

なっている｡

3.1.4 国家開発計画

タンザニア国政府は,現在｢国家3ケ年計画(RollingPlanandForwardBudget (RPFB)); 1994-

1996｣にもとづく農業セクターの開発に取り組んでいる｡同開発の目標課題は以下の通り｡

(1) 小規模農家を含めた民間レベルの農業生産の活性化促進

(2) 輸出換金作物の増産

(3) 貯蔵施設･流通市場の充実

(4) 小規模港概施設を含む既存インフラの改修･改善を中JL､とした食料供給体制の強化

タンザニア政府は,上記目標課題の達成のために,以下の開発計画を実施している｡

(a)国家港概開発計画(N7DP) :

国家潜流開発計画は､小規模農家の生産基盤整備に重点をおいたもので,既存の伝統的な

濯概地区について施設の改修/改善を進め､濯概機能の向上を図るものである｡

(b)食糧増産支援計画(SPFP) :

国家的食糧自給体制の確立を目的に､小規模農家の自主参加による農民組織を町村単位で

編成するなど,農家/集落単位で食糧自給を確実なものとするものである｡本計画は､

1995年5月､ FAOの援助により3ケ年の予定で実施されている｡

(c)国家農業普及事業強化計画:

この計画は､農業･畜産経営に係る技術普及体制の強化と普及員の質的向上､普及サービ

スに必要な資機材の整備と制度的な支援を目的とした事業である｡同計画は,世銀および

アフリカ開発銀行の援助により実施中である｡
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3.2 アリューシヤ州､キクレトワ川沿岸農業開発計画

3.2.1 事業の背景

アリュ-シヤナ州はタンザニアの北部に位置し,ケニアと国境を接している｡州の面積は､約82,400

km2であり,ムプル,アルメル,ハナング､モンドウリ,ゴロンゴロおよびキテトの6県を有する｡

州都はアリュ-シヤ市である｡ 1988年の人口センサスによると総人口は約1,321,000人である｡ 1978

年から1988年までの年平均人口増加率は3.8%で､全国平均の2.8%を上回っている｡ 1995年未現在

の人口は､約1,700,000人と推定される｡

アリュ-シヤ州は地形的条件により､標高1,000m以上の森林に覆われた高地と標高1,000m以下の

潅木と草地からなる低地に分れる｡同州の気候は温暖で､年平均気温は高地において21℃､低地にお

いて24℃である｡年降雨量は地域によりことなるが､一般的に標高が下がるとともに降雨量が少なく

なり,おおむね500m-1,000m皿の間にある｡

高地は豊富な降雨と肥沃な土壌に恵まれていることから農用地としてその限界まで利用されており,

人口密度も低地に比べて高い｡一方,低地の気候は高温,乾燥を特徴とした厳しいものであるため､

農用地として最適な状況にあるとは言えない｡低地部の農民は,一部伝統的な小規模漕概施設を利用

して営農活動を行っているが､稚拙な施設であることから施設の港概効率が低く,濯概面積も限られ

たものとなっている｡低地部の厳しい自然環境を主因とする限られた営農活動は､低地部住民の食塩

自給を妨げるとともに､営農環境が良好な高地部住民との生活格差は非常に大きい｡

アリュ-シヤ州における農業開発の視点は､高地部農民と低地部農民の生活格差の是正,低地部住民

の食糧自給等を目的とした低地部における既存潅概施設の改修/復旧にある｡タンザニア政府は,同

州低地部における既存港概施設の改修/復旧が民生の安定にとって重要且つ緊急の課題であるとの認

識のもとに､アリュ-シヤ市近郊の低地に位置するキクレトワ川流域の既存潅概施設の復旧/改良を

含む農業開発を企図し,早期に実施すべき最優先事業としている｡

3.2.2 計画地区の概況

(1) 位置および地形

計画地区はアリュ-シヤ州の州都であるアリュ-シヤ市の南東約30km.アルメル県の南部に
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位置している｡計画地区はキクレトワ川の上流部に広がる約80krn2の地区であり､主にキクレ

トワ川とヌドゥルマ川に挟まれた地域から成っている｡地区は北西から南東にかけてなだらか

に傾斜しており､標高は700 -930mの間である｡

計画地区はキクウェ,マジェンゴ,ムプグニの3行政区から成っており､地区内には13の村落

がある｡ 1988年の人口センサスによると､これら村落の総人口は31,766人である｡アリュシヤ

州の平均人口増加率3.8 %から推定して1995年未現在の同地域の総人口は40,000人を越えて

いるものと推定される｡計画地区の位置は前掲の位置図に示す｡

(2) 気 象

計画地区の気象は､雨期(10月-翌年5月)と乾期(6-9月)に大別される｡キリマンジャロ

国際空港(標高897m)にある気象観測所における降雨記録(1972-1977)は､年平均降雨量

が520mで,そう約70%が雨期に集中している｡平均気温は季節により変化し､雨期は24-

26℃で乾期に低くなり, 7月には約20℃となる｡湿度は乾期で50%､雨期で75%であり,蒸発

量は乾期で6 - 9 rrm/day,雨期では3
- 5 rrm/dayである.

(3) 水 文

本計画の濯概用水源はキクレトワ川である｡同川はメルー山より発し､南斜面に沿って流下し

て計画地区内の上流部に達する｡ムブグニ村付近で流れは東に折れ,キリマンジャロ州との境

を流れパンガニ川に合流する｡キクレトワ川の流域面積はカンガニ村にある水文観測所(

1DD55)で約250km2であるo キクレトワ川の1976年から1989年の月平均流量は1.9 -ll.4

m3/sec.で､年平均流量は, 4.88 m3/secである｡

キクシトワ川の過去14年間のピーク時における洪水量は､ 50-252 m3/sec.と大きな幅で変化

している｡ 1990年にキリマンジャロ地区港概局により行なわれた解析では10年確率洪水量は

240m3/sec､ 50年確率で329m3/sec, 100年確率で363m3/secとなっている｡

(4) 土壌および土地分級

計画地区内の土壌は茶褐色から赤褐色のロームおよび粘質ロームであり,沖積作用により形成

ざれたEutric Fluvisolに分類ざれる｡この土壌は弱い斑状構造の他は特に目立った特徴はな
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く, A/B/C層を持ち,地表から約20-50cmの深さでは塩基置換容量が50%以上となっている｡

pHの測定結果によると中性ないし弱いアルカリ性を示している｡

一般的に､この土壌は高い潜在肥沃度を持っており､種々の作物の栽培に適している｡現在､

計画地区内にはメイズ､大豆､ミレット,水稲等の栽培が行なわれている｡

(5) 既存農村インフラ

アリュ-シヤ州の州都であるアリュ-シヤ市から計画地区までの交通は､キリマンジャロ･ハ

イウェイ-および約30kmの村道を利用して行なわれる｡キリマンジャロ･ハイウェイ-はア

スファルト舗装が施され､雨期においても交通可能である｡村道は､部分的な砂利舗装が見ら

れるが､排水施設の不備および排水路/小河川横断構造物の崩壊/不備により雨期の通行が妨

げられるため, 4WD車以外の雨期中の通行は困難となる｡

計画地域内には,飲雑用水供給施設は全くなく,地域内の住民は日用の生活用水を水路や川か

ら汲み揚げて使用している｡また､計画地区内のほとんどの地区では電話などの通信施設およ

び配電施設が整っていない.アリュ-シヤ州とキリマンジャロ州の間に位置するキリマンジャ

ロ国際空港は､国際線および国内線の両方の離発着が行なわれている｡

(6) 既存藩概施設

計画地区内にはキクレトワ川からの既存取水施設が9ケ所があり,それぞれ350haから1,000

hを港概している｡各取水施設の概要は下記のとおりであるo

取水堰 取水量 港概面積

(1itノsec.) (ha)

Karangai I

KaraI唱ai II

Monduli (M /Mbogo)

Kmbi ya Tanga

Mbugし1ni

Shango

fhtanumb

Makiba

Maie ngo

合 計

113.2

283.0

141.5

64.9

283.0

131.5

141.5

198.1

84.4

1,441.1
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これら伝統的な既存潅概施設は,キクレトワ川からの取水工と濯概用水路からなっているが､

不適当な施設設計に加えて施設の老朽化による港概効率の低下が顕著であり,地区内各部への

不均等な配水等の問題がある｡さらに､潅概施設利用に際し､無秩序な取水が行われているた

め､藩政地区下流部での水不足が多発している｡

(7) 農業現況

計画地区内の営農形態は,はとんどが小規模経営で,トウモロコシ,豆類,ミッレト,ソルガ

ム､キャッサバ,米を栽培している｡これらの作物は一部潅概地区内において栽培されている

が,ほとんどが雨期に天水によって栽培ざれている｡

耕作は人力で行なわれおり､トラクタ-や家畜等の動力の使用は極めて少なく､肥料や農薬な

どの農業資材の投入量も不十分である｡このため,主要作物の収穫量は低く､トウモロコシが

1.5-2.0 ton/ha､ソルガム1.5 ton/ha､ミッレトが1.5ton/ha,米が3.1 toll/ha程度である｡

3.2.3 開発計画の概要

(1) 開発構想

本計画の目的は､既存潅概施設の復旧および改善および農村インフラの整備､適切な農業技術

の導入により農業生産向上および農村の総合開発を行なうことである｡この目的達成のために

は､濯概施設の改修/復旧､インフラストラクチュアの整備等のハード面における農村開発と

ともに適切な農業/港概技術の導入に向けた組織造りと生産物の流通と農家経営の改善のため

の組織整備等のソフト面からのアプローチが必要となる｡ハード/ソフト両面の具体的な開発

目標は以下の通りである｡

(ハード面の目標)

(a)既存港概施設の復旧･改修および洪水防御施設の建設により,農業生産の向上および安定

化を目指す｡

(b)精米および貯蔵庫等を含む収穫後処理施設の建設により,農産品の付加価値を高めると共

に,市場における生産物の優位性を高める｡

(c)農村インフラの整備により農村における生活水準の向上を図り､アリュ-シヤ州における
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地域的生活格差の是正を図る｡

(ソフト面の目標)

(a)潅概地区管理組織の整備により､効果的な施設運営を可能にする｡

(b)適性な農耕法の導入にむけた農民組織の設置により､農業普及活動の効果をあげる｡

(c)収穫後処理施設の運営､流通/市場監視組織を整備し､地区生産物の市場優位性の確保と

持続を図る｡

計画の概要を前掲の計画概要図に示す｡

(2) 潅概開発

計画地区の港概可能面積は以下の通り｡

(雨期) 既存藩政施設面積:約6,300h

(乾期) 既存港概施設面積:約2,000ha

キクレトワ川の雨期流量および乾期流量より,雨期にあっても既存濯概施設の支配する濯概地

区の港概が限度であり､乾期に激減する利用可能水量より乾期潅概面積を約2,000 haと設定し

た｡本計画は､利用可能水量の制限より, ｢既存施設の改修による濯概効率の向上｣に的を絞っ

た濯概計画を策定する｡具体的な濯概計画の内容は以下の通り｡

(a)キクレトワ川に既存する取水堰を統合し2ないし3ケの新規の取水堰を建設する｡

- Kararvai Ndagoの2取水堰の統合

- Msitu Wa MbogoおよびKinbi YaTanga取水堰の統合

-

MbuguniおよびShango取水堰の統合

(b)既存港概用水路および付帯施設の復旧･改修を行なう｡

(3) 排水および洪水防御･

本計画の排水計画は､大きく港概地区の余剰水排水と水源河川の洪水防御からなる｡現在､計

画地区内には地区内の降雨/余剰水排水のための施設が無い状況にある｡雨期の降雨排水施設

の不備は,湛水による港概施設の崩壊の原因となり,雨期中の営農活動に対する支障となる｡

開発計画の策定に当たっては,濯概施設､農道施設とともに十分な機能を有する排水施設計画

の策定が必要となる｡
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一方､本計画地区はキクレトワ川およぴその支流であるドゥルマ(Nduruma)川の洪水により

毎年のように作物被害が起こっている｡特に下流域のマジェンゴ(Maienngo)地区はキクレト

ワ川の通水断面が非常に小さいため,洪水被害は大きい｡これらの問題に対応するための洪水

防御計画が不可欠となる｡洪水防御の具体策は以下の通り｡

(a)地区農道を洪水防御壕として建設し,洪水の進入を防ぐ｡

(b)キクレトワおよびドゥルマ川の河道改修を実施し,通水断面を拡大する｡

(4)
~

収穫後処理施設

本計画の実施により収獲量は大幅の増大することとなる｡これらの収穫物の付加価値を高め,

市場に対する生産物の優位性を増大/維持するために､小規模な精米施設および倉庫等の施設

を建設するo 精米施設の建設によって,籾の出荷から精米の出荷が可能となり､生産物(米)

の付加価値が飛躍的に増加するものと期待できる｡また,市場価格を見据えた流通を可能とす

る貯蔵施設としての倉庫の建設により,生産物を有利な条件(価格)で市場に出荷することが

可能となる｡

(5) 農村インフラ整備

農民の生活水準の向上による同州高地部との格差是正を企図し､現在計画地区における不足が

顕著な農村インフラ整備を実施する｡本計画で取り上げるべき農村インフラストラグチュアは

以下の通り｡

(a)部落ごとの給水施設

(b)地区内の村落と一大消費地であるアリュ-シヤ市を結ぶ道路整備

(c)および地区内農道網の整備

上記施設の内､道路/農道の整備は､既存道路の改修/拡充を主体として上記洪水防御嘩とし

ての役割,農産物搬出および農業投入資材の搬入など営農活動の効率化等を加味して計画する｡

(6) 農 業

計画地区の気象は､安定した濯揺用水の供給が確保されるならば､多様の作物の栽培に適して

いる｡気象および土壌の条件が適していると共に計画地区内およびアリュ-シヤ州の米の需要
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が大きい事もあり,水稲を主要作物の一つとして導入することを提案する｡また､大豆,グラ

ンドナッツ,ひまわり､ごま等の油糧種子も主要作物として導入する｡メイズおよび豆類の作

付けは､農民の消費用として行なう｡

本計画地区の自然条件を考慮すれば､地区における農作物の単位収量は､米が6.0 ton/ha,油

糧種子が2.0 ton/ha,豆類が1.0 ton/ha､メイズが3.0 ton/haに増大すると期待できる｡

(7) 農民組織

本計画地区における持続可能な農業開発を実現するためには,上記施設の建設と同時に施設の

維持管理､運営､より効果的な農耕法の導入､さらには流通/市場監視組織の設置が重要な要

件となる｡このため､本計画の策定に当たっては､本計画地区の慣習,周辺地区の成功例,農

業技術普及等に係るタンザニア政府の活動を十分加味した､実現可能な農民組織の設立に対す

る具体的な方策を提案することとする｡農民組織の設立は､主に下記の目的を持つこととする｡

(a)濯概地区管理と効果的な施設運営

(b)適性な農耕法の導入にむけた受け入れ体制の整備

(c)収穫後処理施設の運営､流通/市場監視

3.2.4 協力への展望

本計画の実施により､国家目標である食粗自給の達成と安定的な食糧供給､地区内の生活水準の向上

による地域格差の是正および地域社会の活性化が図られるとともにアリュ-シヤ州の乾燥地域におけ

るモデル農村開発事業として,周辺地区開発に大きく貢献することとなる｡以上のことから､本計画

の早期実現に向けたフィージビリティー調査を行ない,包括的且つ具体的な開発計画の策定を行なう

必要がある｡タンザニア政府は,本計画に高い実施優先順位を与え､早期の実現を強く希望し､わが

国の資金/技術援助を求めている｡

本計画の実施は,先に述べた通り､施設建設と合わせてソフト面からの支援が重要となる｡このこと

から､事業実施は以下の方針をもって進めることを提案する｡

(1)計画の実施妥当性の検証 :フィージビリテイ･スタディの実施
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(2)計画地区内の優先事業の実施 :無償資金協力

(3)組織設置/指導 :技術協力

(4)事業の包括的な実施 :無償資金協力または有償資金協力

上記フィ-ジビリテイ･スタディの内容は付属資料-2を示す｡
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付属資料･2

TENTATIVE TERMS OF REFERENCE

FOR

FEASIBILITY STUDY

ON

KIKULETWA BASIN AGRICULTURAL DEVELOPMENT PROJECT

ProjectTitle Kikuletwa Basin AgriculturalDevelopment Project

Executing Agency Mimistry of Agriculture & Cooperative Development･

Govemment of the United Republic of Tanzania

Proposed Source of

Assistance

Ⅰ. INTRODUCTION

Govemment of Japan

Amsha Region is located in the northernpar[ of Tanzania, sharinganinternadonal

border withKenya. The Region is dividedinto two (2) parts;the highlandsandthe lowlands･

The highlands withanaltitude of morethan1,000 minclude a number of mountains covered

by forests, whustthe lowlandsare characterized by plainsand scattered hills covered with

bushand grasslands. Being endowed withabundant rainfal1and fertile sods,the highlands

have been developedfor agriculture to its maximum possible extent･ This has resultedin

extremely highpopulation densityofthe lands･ On the other hand,the lowlands extending

belowanaltitude of 1,000 m is characterized by a hotand dry climate,and agricultural

development has hardly progressed due to suchanunfavorable climate･Althoughfarmersin

the lowlands had established severalimigation schemes bythemselves,these schemes were

improperly designedand constructed, resulting m extremely low irrigation efficienciesand

limited irrlgationareas･ Accordingly,the agriculturalproductionintheseareas has been far

belowthe food self-sufficiency level.

Witha view to stabdizingthe public welfareinthe lowlands, to reducing economic

inequityamong districtsof the Region and further to coping with the nationalpolicy for food

increase,the traditionalirrigation schemes were envisaged to be rehabilitatedand improved,

and the rehabihtationand improvement of the Kikuletwa BasinAgricultural加velopment
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Projectwas taken up asthe most importantand urgent works to be implemented underthe

RegionalDevelopment Programme ofAmsha Region･

II. PROJECT BACKGROtJNI)

ne project is located inthe southernpart ofAmmeru以strict･ about 30 km southeast of

Amsha town, capitalofAmsha Region･ The project area eXtendsalongthe upper reach of the

Kikuletwa River, covering a tOtalarea of about 80 km2･ TTle major Part Ofthe project area is

located betweenthe Kikuletwa riverandthe Ndurumariver. The area has a gently sloping

topography from northwest to southeast,andthe elevation ofthearea ranges from 700 m to

930 m above meansea level. nLe location of the Projectis showninFigure
- 1 ･

¶1e Climate of the projectarea
is characterized by distinct two (2) seasons; a rainy

season from αtober to Mayand a dry season from June to September･ nLe SeaSOnalrainfal1

patternis bimodalhaving two (2) peaks from November to bemberand from April to May･

Meanannualrainfal1 during six (6) years from 1972 to 1977 is as lide as 520mm, about

70 % of which fal1sinthe rainy SeaSOn･ Monthly mean temperature varies seasonally, being

24 - 26 oC during October to April and about 20 oC in July･

The source of irrigation water forthe project isthe Kikuletwa river･ It onglnateS from

Mt. Meru,flowsalmost southwardalong the mountainslopeinthe upper reach･then tum

eastward nearMbuguni village,flows alongthe boundary withKihmanjaro
Regioninthe

middle reach,and joinsthePanganiriver･ The catchment area of the Kikuletwariver is about

250 km2 at Karangaivillage･ TYle annualrunOffofthe Kikuletwarive･r measured atthe station

averages 4･ 88 m3/see or 146 mJlion m3･ The meanmonthly discharge varies from aminimum

of 1.9 m3/see to a maximum of I 1.4 m3/see.

Most soilsinthe project area are Classified as Eutric Fluvisols, which are prlmarily dark

brown to dark reddish brown loamto clay loam derived from recental1uvium･ This soil unit

has deep profue features withno predominant sod morphologicalfeatures except very few

and weak mottling formation･ Generally,these soils have a relatively highinheren( fertility

andare therefore suitable for cultivation of various crops.

Major crops presently growninthe project areaare mai2X:, beans, miuet, sorghum,

cassava,andrice･ Except some cropsinimgated lands, most of these cropsare cultivated

once a yearduringthe ra皿y SeaSOn･ TTle Cultivation of these crops is generally camied out on

a small holder basis･ The farming operation practicedinthe proJeCtarea is of labourintensive
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typewithout using tractors or draftanimals･ Further, use of fertnizers, chemicalsand other

Inputs is quite limited･ me tothese pnmitive cultivation practices, crop yieldsare extremely

low, being 1.5 to 2.0 tonsAla for maize, 2･O tonsAlafor sorghum, 1･5 tons瓜a fわr m山etand

3.I tonsnla for rice.

TYlere are nine (9) traditionalirrigation systemsinthe projectarea,
drawing water from

the Kikuletwa river. Each irrigation system commands an area ranging from 350 ha to 1,㈱

ha. These traditionalirrigation systems generally consist of intake structures onthe

Kikuletwa riverand canalsystems.All these irrigation facnities are of primitivetypeand are

improperly laid out so that equitable distribution of irrigation water to fields can hardly be

made･ Furthermore,the irrigadon systems located onthe upstreamof theriver tend to take

more waterthanthe vested waterrights, causlng Sever Water Shortageinthe downstreamin

the dry season･

The project isaimed at efficient agriculturalandruraldevelopment of the Upper

Kikuletwa Basinthrough rehabilitadonand improvements of existlng爪1gation facilides,

provision ofruralinfrastructures,andintroduction of improved famung technique･ ne

potentialirrigation area of the project is estimated at about 6,300hainnet･ Ihringthe ralny

season, the available water of the Kikuletwa river is considered sufficient to irrigatethe whole

area of 6,300 hal However,the irrigation area would have to be reduced to around 2,000 ha

during the dry season due to the limited avai1abilityof theriver water･

The irrigation works proposed to be executed underthe projectwouldinclude; (i)

provision of 2 to 3 diversion weirs onthe Kikuletwariver by unifyingexisting weirsand (近)

rehabilitationand improvements of existlng lrrlgation canalsand related structures･Asfor

drainage,there will be no accentuated need sincethe lands have high drainabihty･ However,

for ill-drained low-1yingareasand depressions,independent drainage systems would have to

be established to drain excess water as quickly as possible and to protect salinisation･

Tbe project area has been affected byflushfloods of the Kikuletwa riveralmost every

year, the existing facilitiesand crops being seriously damaged byinundation･ Especially,the

downstreamareaincluding Majengo village has been recelVlng Serious flood damages owlng

mainly tothe limited flow capacity of theriver channel･ Hence,the flood protection work is

one of the essentialcomponents of the pro)ect･ TTle flood protection measures conceivable

underthe projectare; (i)increase offlow capacity of the Kikuletwaand Ndurumarivers by

improving river channels, (ii)provision of village roads as flood dikes, or (iii)combination

of the above two (2) measures.
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The climateinthe project area is generally favorable for cultivation of various crops･

providedthat irrigation water supply is secured･ Paddy rice will be the maincrop to be grown

and is proposed to be planted onaround one half of the project area mainlyinthe ralny

season, sincethe demand for rice is considered high in boththe project areaandAmsha

Region･ α1seeds such as beans, groundnut･ sunnower,and sesame willalso be main crops

inthe area and proposed to be planted onthe remainlng
half･ Maizeand pulses will be

cultivated to lesser extent than others only to suffice home consumption Of farmers･

In addidon tothe imigation developmentandflood protection proposed above, it would

be necessary to improveruralinfrastructuresfor betterment of socialand agriculturalactivities

inthe proJeCtarea and for improvement of living st2Lndards of farmers as we11･ Suchrural

infrastructures wouldinclude post-harvest facihties, village roads,and potable water supply

facuities･ nus,the proposed project isaimed atanintegrated agriculturalandrural

development oftheKikuletwa Basin･

The GeneralLayout of the Projectis shown in Figure - 2･

III. OBJECTIVE OF THE STUDY

The objecdve of the Study is to formulateanoptlmum Pla血for agriculturalandrural

development in the Kikuletwa Basin, placing emphasis on imgation development･

development ofruralinfrastructure,and
flood protection of the Basin･ me attention should

be paid tothe seasonal floods of the Kikuletwa and the Nduruma rivers･ which will need to

be regulated through improvement oftheriver channelsand/or provision offlood dikesalong

therivers in combination withthe village road network･

IV. SCOPE OF THE STUDY

The scope of the proposed feasibihtystudy (hereinafterreferred to as l'the Study. I) will

be as fわllows:

The Study will cover:

a･ Irrigation development for a net area of about 6,300 hainthe Kikuletwa basinby

unifyingand
improving existingintake structuresand providing technicalirrigation

SyStemS,
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b･放ainage improvements and flood control,including lmPrOVement Of river channels

and provision of drainsand mood dikes with afunction as village roads,

c･ Ruraldevelopment,including provision or improvements of post-harvest facilities･

village-link roads,andruralwater supply system,and

d. Establishment of the famers'cooperatives for proper management of the imgation

facilitiesand post-harvest facilities,introduction of the modemised imigation farmlng

teclmique,and marketing of the farm products･

The Study will be broadly divided intothefo1lowingthree (3) stages:

a･ work-I : Preparation of topographic maps at a scale of 1/5,000･ covenng whole the

potentialirrigation area intheKikuletwa Basin

b･ Work-II : Data collection, review of previous studies conducted bythe Tanzanian

Government, execution of field surveysand investlgations,and

fTormulation of basic development plans

c･ work-Ill:Analysis of the results of field surveys and investlgations,further study

on the development plan and preparation of a feasibilitystudy report

4. 1 Work-I: Preparation of Topographic Maps

Produce topographic maps at a scale of I/5,000 witha contourintervalof O･5 m,

coverlng Wholethe potentialirrlgationareaincluding sufficient marginalareas by means of

ground controland photogrammetry･

4.2 Work-II: Data Collection, Reviewand AdditionalInvestigations

4.2.1 Data Collection and Review

Reviewandanalyseal1the previous studies, dataandinformation, particularlythose to

human, 1andand water resources avai1abilityanduse, including socio-economics, agriculture,

rural infrastructures, existing farmers'cooperatives, and marketing system of agrlCultural

products of theKikuletwa Basin･
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4.2.2 Additional bvestlgations and Basic Studies

(1) Water and land resources

(a) carry out overall studies on avai1abilityand problem with respect to rainfall,

runoff, sedimentation, water quahty, etc･ to evaluate potendality of water

useand needs of water controlintheKikuletwa Basin,

(b) Carry out hydrologicalanalyses atanticipated development sites onrunoff,

floods, etc.,for project fTormulation, and

(c) carry out overall studies on land use, soils, land capability, geology,

topography, etc･, for delineadon of potential areas for irrigation

developme nt.

(2) Irrigation development

(a) Identifyirrigationdevelopmentareas based on sous, land capability,

topograpby, etc.,

(b) Estimate irrigation requirements based on cropping patterns to be app山ed to

the project, and

(c) Prepare feasibility-leveldesign and layout of irrigation systems･

(3) Flood protectionand dminage improvement

(a) Carry out longitudinaland cross secdon surveys for main rivers to

detemine carrylng Capacities of the rivers,

(b) Estimate flooding conditions of the rivers such as flood stages,flooding

areas, duration,flood damages, etc.,

(c) Study flood prevention plans such as prov_ision of dikes･ channel

excavation,flood plain zonlng, etC･,

(d) Estimate drainage requirements forthe projectarea, and
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(e) prepare feasibility-level designand layout of drainage systemsandflood

prevention measures I

(4) Agricultureand agro-economy

(a) Evaluateal1 available data related to present land use, soil classification,

cropplng Patterns, Crop yields, input levels,and culturalpractices･

(b) Carry out surveysand studies on sods, cropping patterns,anticipated crop

production, agnculturalinputs, etc･,inidentifiedareas for imigation

devel opment ,

(c) Prepare a semi-detailed soil map and land capabilitymap for the project

area,

(d) Recommend pracdcaland suitable cropping patterns,and determ血e input

level, labor requlrementSand crop yields,

(e)Assess the adequacy of existing agricultural support services,and

recommend approprlate measures tO Strengthen such services underthe

proJeCt, and

(f) Evaluate farm budgets fortypicalfarmhouseholds underthe project･

(5) Rural development

(a) Examinethe adequacy of existingruralinfrastructuresinthe projectarea,

including roads, potable water supply systems,and post-haLVeSt facilities,

(b) Make plans ofruralwater supply systems f♭rvillages in the projectarea,

(c) Make plans of road network coveringthe projectarea,

(d) Make plans of post-harvest facilities,including ricemi1lsand warehouses,

and
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(e) prepare feasibility-level design and layout of the proposed rural

infrastructures.

(6) Topo-survey, geologicalinvestigations, etc･

(a) prepare detailed topographic maps at a scale of 1/I,000 for major structure

slteS,

(b) Carry out geologicalinvestigations forthe proposalsites of headworks and

other major Structures,

(c) carry out detailed hydrologicalsurveys,including measurement of river

flows,analysis of hydrologicalcharacteristics ofrivers･ water samphg for

sedimentationand water qualityanalysis, etc･,

(d) Study andanalyse meteorologicaldata forthe
projectarea,and

(e) conduct construction materials survey,including physical tests and

analyses･

(7) Famers'Organisation

(a) conductinventory survey onthe famers'organisationinthe sim血r project

in Tanzanla,

(b) Conductinterview survey onthe fa-ers'intentioninorganisingthe

cooperatives for management of the project aS Well as for marketing of the

agnculturalproduct,and

(c) Prepare a proper planfor establishing farmers'organisation･

(8) Marketing of agriculturalproducts

(a) Conductinventory survey onthe marketing system of the agricultural

products in theKikuletwa basinandthe wholeAmsha Region, and
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(b) Clarifypresent problernsinthe marketing system handlingthe farm

products in血e prqect area and prepare也e血provement plan for

establishing proper marketing system underthe pro)ect･

(9) Environmentalaspects

(a)Assess impacts of the projecton socialand naturalenvironment, including

losses of socialand culturalproperties, effects on wild life, etc･,and

(b)Assess measures for controuing tropicaldiseases especially Malariaand

Scbistosomiasis.

(10) Prepareaninterim report, containing results of field surveys andinvestigations,

and formulation of development concept･

4･3 Work-III:Analyses and Formulation of Plans

(I)Analyseand studythe results of the field surveyandinvestigations,and

formulate detailed plans for irrlgation development,flood protection/drainage

improvement, agriculturaldevelopment,ruraldevelopment･and establishment of

famers'organisation as well as marketing system of the払m products･

(2) Prepare a detailed implementation schedule forthe
projectand recommend

construction methods suitable f♭rlocalconditions.

(3) Qperationand management

(a) Recommend organisationand procedures best suited for effective operadon

and management of the pro)ect,introduction of the modernised farming

teclmique,and marketing,and

(b) Esdmateannualcosts of the projectoperation and maintenance･

(4) Cost estimateand projectevaluation

(a) Estimate investment costs of the
project,
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(b) Estimate economic costs and benefits of the project,

(c) Evaluate economic and financialfeasibihtyof the projectandcarry out its

sensltlVlty analysis,and

(d) Estimate and describe indirect benefits of the project･

(5) Prepare a comprehensive feasibility study report fbr the project

4.4 Transfer of Teclmology

nroughoutthe course of the Study, transfer of technologyand trainmg wnl be

provided to counterpart experts by foreign experts inthe followlng field;

(I) Field survey and investigations for topography, hydrology, irrigation,

agrlCulture, marketing, Institution,and environmentalaspects･and

(2) Planningand design for imigation, drainage,flood protection,ruraldevelopment,

and institutionaland marketing development･

rme above transfer of technology will be carried ou(intheform of on-the-jobtraining

and seminarduring the course of the Study･ Overseas tralnlng Will also be programmed･

V. SCHEDULE OF THE STUDY AND REPORTS

The period required forthe Study is estimated at 18 monthsintotal･ A tentative work

schedule is presented in Figure - 3･

¶le followlng reports Will be prepaJTed inthe course of the Study･

(1) Inception Report: Withinone (1) month from the commencement of the for

Mapplng S tudy

(2) Inception Report: Withinfive (5) monthfromthe commencement of the

for F/S Study
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within eleven (I 1) monthsfromthe commencement of

也e Study

(4) DraftFeasibilityReport: Withinsixteen (16) months fromthe commencement of

theStudy

(5) FinalFeasibilityReport: Within eighteen (18) monthsfromthe commencement of

theStudy

ⅤⅠ. EXPERTS INPUTS

For executingthe Study, the followlng foreign experts will be required;

(a) TeamLeader

(b) irrigation Engineer

(c) Stmcture Engineer

(d) Fuver Engineer

(e) Hydrologist

(i) Geologist

(g) Soil MechanicalEngineer

(h) RuralDevelopment Expert

(i) Pedologist

O) Agronomist

(k) Agro-economistnnstitutionalExpert

(1) Marketing Exper(

(m) Environmentalist

The required manpower lnPutwill be about 70 man-months in total･
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VII. UNDERTAKINGS OF THE TANZANIAN GOVERNMENT

In order to facilitatethe smoothand effective implementation of the Study,the

Tanzaniangovernment will undertakethe following measures:

(1) To provide available information necessary to carry outthe Study, including maps,

statistics, meteo-hydrologicaland geologicaldata, s∝io-economy and previous

study reports relevant tothe project.

(2) To nominate a counterpart group,including a projectcoordinator responsible fわr

the Studyand resolvingany trouble anslng throughout the Studyperiod･

(3) To provide logisticsupportincluding office space withappurtenant fumitureand

facilities, cleaning and guard services.

(4) To providethe foreign experts withany necessary entry and exit visas, work

pemitand travel pemit, if required, for the Study in Tanzania･

(5) To exemptthe foreign experts from taxand charges of any kind imposed on orin

connection withthe hving auowance remittedfromal)roadand from import and

export duties imposed ontheirpersonaleffects,and instruments, equlPment and

materials necessary forthe execution of the Study･

(6) To securepemissionfor entryintoallareas as requiredforthe properconduct of

tbeStudy.
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Figure 1 Location Map of Tanzania
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Fig.2 GENERAL LAYOUT
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Figure - 3 WORK SCHEDULE FOR FEASIBILITY STUDY ON
KIKULETWA BASIN AGRICULTURAL DEVELOPMENT PROJECT
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平成8年度 ADCAプロジェクト･ファインデイング調査
ケニア共和国･タンザニア共和国 調査実施日程

日順 午/月/日 曜日 活動 宿泊地 備考

1

2

1996/5/ll 土 移動(東京一パリ)

移動(バリーナイロビ)

機中

ナイロビ1996/5/12 日

1996/5/13 月 大使館,JⅠCA事務所表敬 ナイロビ~ 神山団員参加

4 1996/5/14 哀
農畜産開発市場省/TARDA表敬､資料収集

夕ナ川流域踏査,ムランガ群開発事務所訪問 ナイロビ

5

6

1996/5/15 水 移動(ナイロビ-キスム)

MBアへロ潅概事業区視察

キスム

ナイロビ
1996/5/16 木 ソンドゥ川流域踏査､

キシイ郡開発事務所訪問､ナイロビに移動

7 1996/5/17 阜

土

日本大使館/JⅠCA事務所/OECF事務所

調査結果報告

移動(ナイロビ-モシ)

資料整理､調査準備

ナイロビ

水島団員参加モシ
1996/5/18

9

10

1996/5/19 日 モシ

1996/5/20 月 JⅠCA専門家､現地政府職員と協議

現地踏査

モシ

グルエスll 1996/5/21 火 現地踏査､移動(モシーダルエスサ亘二与!_

1?_

13

1996/5/22

1996/5/23

些_

木

大使館,JⅠCA事務所,農業省.世銀表敬

調査結果報告,移動(ダルエスサラーム-

ロンドン) 機中

移動(ロンドン一乗京)

移動(東莱着)

機中

14 1996/5/24

A-1



添付資料-2

平成8年度ADCAプロジェクト･ファインディング調査

面会者リスト

Ⅰ. ケニア共和国

卜1. Ministry of Agrisulcture,Livestock Development and Marketing

Mr. T. Tuei

Mr. Francis Were

Mr. F.W. Mbote

Ms. Rose Thuo

Mr. S.W. Wawem

Mr. C.M. Osolo

Mr. H.K. Mwathe

Mr. N.R. Kamau

Mr. F.P. Mueme

Mr. Mbam

1-2.在ケニア共和国日本大使館

新川 圭二 氏

1-3. JICAケニア事務所

田上 実 氏

Director of Agriculture

Head, Plaming Division

Head, Sd & Water Coservation Branch

hnd Use Evaluation Section

Head, Extension & TraiⅠ血1g Division

Director, IAnd Development Division

Head, Irrigation and Drainage Branch

Coordinator-Project Formulation , Monitoring

& Evaluation Section

Head, Horticulture Division

Head, land Use Planning Branch

一等書記官

所長

ト4.海外経済協力基金ケニア事務所

長峰 美夫 氏 所長
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ⅠⅠ. タンザニア共和国

2-1. Ministry of Agrisulcture & Cooperative Development

Mr. R.0.S.Mouel

Mr. G.A.K.Mwakatundu

Mr. W.NgirⅣa

Mr. E.H.Mast)'a

Dr. F. P.A. Sungaya

Mr. E.M.L.Kivuyo

PhncipalSecretary

Co皿issioner for Agric山ture and uvestock

D ev elopm ent

Commissioner for Planning & Marketing

Assistant Comissioner for Irrigation

RegionalAgriculture & Livestock

Development Officer

RegionalIrrigation Engineer

2-2.在タンザニア共和国日本大使館

鈴木 重之 氏

北川 和彦 氏

2-3. JICAタンザニア事務所

筒井 昇 氏

公使/参事官

二等書記官

次長

2-4. JICAプロジェクト技術協力チーム

(1) Kilima畑aro AgriculturalTraining Center Pro)'ect

氏
氏

氏

志
佳

登
清
完

測
鳥
中

鯉
白

田

(2)

Project TeamLeader

Pro)'ect Coordinator

Irrigation & Drainage Engineer

皿manjaro AgdculturalDevelopment Pro)'ect

菅原 清一

2-5.世銀タンザニア事務所

Mr. Motoo Konishi

Mr. Roy Southworth

Agri-MacI心nery Expert

Resident Representative

Serdor Operation Officer

A-3



添付資料-3

平成8年度プロジェクト･ファインディング調査

収集資料リスト

Ⅰ.ケニア共和国

1 ･ Kenya, A Strategy for AgriculturalGrowth, World Bank･ June 1995

2 I Kenya, Report on te AgriculturalSecor Review &anOutline of the Tentative hvestment

strategy (DraftNo.2), Mimistry of Agriculture, Livest∝k Development & Marketing,

Octotxr I995

3･ SessionalPaper No･2 of 1994 on NationalFood Policy, April 1994

4. Second Na丘onalExtension Project(NEP II),Status Report for the Mid-Term Review,

MOALD&M, August 1994

5 ･ Farm Management Handbook of Kenya Part A West Kenya, BCentralKenya & C East

Kenya- Water Conditions & Fa- Management, GT訂MOA, 1993

6.AmualReport 1994, Lmd加velopment Division, NationnalSoil & Water Conservation

Project,SIDA, July 1995

7
･AmualReport

1994/95, Soil & Water Conservation Branch/Agroforestry Branch･

September 1995

8.AmualWork Planfor 1996, Iud Development Division, January 1996

9. Formulation of A HumanResources Development Pla皿for Add & Semiarid Lands

Development in Kenya, World Bank ASAL Team, MaJICh 1992

10. Slow Process withhtegrated RuralDevelopment ProgrammeinKenya's Add &

Semiarid Lands, M.E. Adams, 1990

1 1
･AmualReports

1994, 1995and 1996, Nyanza Province

12･AmualReports 1993, 1994, 1995 and 1996, CentralProvince

1 3. Disbict Development Plan,Kisii Disbict

14. Disbict Development Plan, Murang'a District

I 5. Soiland Water Conservation Programme Masinga D- Catclment A陀aS (Atkins 1984)

1 6. htegrated RegionalMater PlanStudy for Lake BasinDevelopment A柁a (JICA 1986)

17･ Topographic Maps, 1 :250,000& 1:50,000, Survey of Kenya

ⅠⅠ.タンザニア共和国

1. The Chauenge of Refoms: Growth, Incomes,and Welfare, World Bank,

1996

2. Agriculture Sector Memorandum, World Barik, 1994

3. Economic Bulletin (B訂1k of Tanzania, 1995)

4. Basic Data: Agriculture andLivestock Sector, 1987/88
-

1993/94,

Ministry of Agriculture
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